
　このリストは、各検定事業者において情報公開することが望まれる項目を掲載している。
　各検定事業者においては、公開する項目をチェックするとともに、その方法について「情報公開する方法」欄に記載する。

関連する
自己評価項目

の番号

情報公開する方法
（ウェブサイト、パンフレット等

具体的に記載）

１　検定試験の実施主体に関する事項

☑ ―

☑　ウェブサイト
☑　検定要項
☑　その他
　　（入会案内書）

☑ 定款、寄附行為など ― ☑　ウェブサイト

☑ 役員名簿 ― ☑　ウェブサイト

財務経理情報　

☑ 個人情報保護方針など個人情報の取扱い 8 ☑　ウェブサイト

☑ 事業計画書 ― ☑　ウェブサイト

☑ 事業報告書 ― ☑　ウェブサイト

☑ 直近の自己評価シート 10 ☑　ウェブサイト

□ 【第三者評価を受けている場合】直近の第三者評価の評価結果 10

２　検定試験の実施に関する事項

検定試験の概要

☑ 検定試験の正式名称 ―
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 検定試験の目的 1
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 各級で測る知識・技能、分野（領域） 13
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 13
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

□　 14 受験資格の制限無し

☑ 級ごとの試験範囲 13
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 13

☑　ウェブサイト
☑　検定要項
CEFRとの関連については
情報公開されていない。

☑ 15
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 15
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ ―
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

級ごとの対象層
※受検資格、主な対象となる学年・職業等

【受検資格を制限する試験の場合】
その合理的理由

級ごとの水準
※年齢や学年等に対応した難易度、ヨーロッパ言語共通参照枠（ＣＥＦＲ）など
国際標準規格との関連、合否判定の方法と合格点等

受検手続
※出願方法、受検料の支払方法、変更やキャンセルの可否等

検定試験のスケジュール
※試験日程、出願期間、試験結果の判明時期等

試験当日に関する情報
※受検会場、試験時間等

検定試験の情報公開チェックリスト

　　「関連する自己評価項目の番号」欄は、「検定試験の自己評価シート」の評価項目の番号を記載している。
　また、「関連する自己評価項目の番号」欄が白色の項目については、全ての検定試験に共通して情報公開が必要であると考え
られる項目である。「関連する自己評価項目の番号」欄が灰色の項目は、検定試験の規模や目的等に応じて、情報公開の実施
を判断する項目である。

項　　　　目

法人の概要
※団体の名称、所在地、代表者氏名等

3
 （収支計算書、貸借対照表、財産目録等）

このチェックリストは、文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課から発行された書類に当協会の現状を記入したものです。

☑　ウェブサイト
☑　その他
特定非営利活動促進法に
準じて財務経理情報を東
京都担当課において公開
している。

☑



関連する
自己評価項目

の番号

情報公開する方法
（ウェブサイト、パンフレット等

具体的に記載）
項　　　　目

☑ ―
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 16
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 16
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 受検料 17
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ ―

☑　ウェブサイト
☑　検定要項
希望者には合格証明書を
有料で発行

☑ 障害者への配慮措置 18 ☑　ウェブサイト

☑ 天災や交通機関遅延等への対応方針 28
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

□ 31 非該当

□ 35 非該当

□ ― 非該当

☑ 受検者数、構成（年齢別、職業別等） ―
☑　ウェブサイト
☑　会報

☑ 合格者数、合格率 ―
☑　ウェブサイト
☑　会報

３　検定試験の試験問題に関する事項

□ 46 非該当

４　継続的な学習支援・検定試験の活用促進

☑ 49
☑　ウェブサイト
☑　検定要項

☑ 50

☑　ウェブサイト
☑　検定要項
☑　その他
　　（入会案内書、定款）

☑ 51
☑　ウェブサイト
☑　会報

試験問題等

☑ 過去の試験問題（5年分以上） 52

☑　ウェブサイト
☑　過去問題集
☑　eラーニング、及びコン
ビニエンスストアでのプリ

☑ 過去の試験の正答（5年分以上） 52

☑　ウェブサイト
☑　過去問題集
☑　eラーニング、及びコン
ビニエンスストアでのプリ

□ 【試験問題を公開していない場合】類似問題 52

□ 【試験問題等を公開していない場合】その理由 52

受検者の継続的な学習の参考となる情報
※受検者の領域（分野）ごとの成績、上位の級の受検に必要な学習情報等

【コンピューターを使って行う試験の場合】
テスト画面のイメージや操作方法等

【コンピューターを使って行う試験の場合】
通常の紙の試験との相違点　　※出願方法、問題形式等

試験結果に関する一般情報

【コンピューターを使って行う試験の場合】
コンピューターの試験と、通常の紙の試験の対応関係

ウェブサイトや合格証など活用者が分かりやすい形での、各級で獲得できる
知識・技能の明示

【企業や地域で活用される検定試験の場合】
当該検定試験と職業能力との関係性や地域活動との関係性

受検に際しての留意事項
※当日の持ち物、禁止事項、（年少者の受検が多い検定試験の場合）年少者への注
意点等

受検者からの問合せ先（連絡先・受付時間等）

受検手続に関する問い合わせ窓口
※出願方法・出願期間に関する問い合わせや、受検票未着への対応等

試験後の疑義申し立てなどの対応窓口
※試験結果や合格証明に関する問い合わせや、試験に関する疑義申し立て
への対応等

【受検料以外に必要な費用がある場合】
必要な費用　　※認定証の発行手数料等

【学校の単位認定や入試等の際に利用される検定試験の場合】
当該検定試験と学習指導要領との関係性
※級ごとの学校段階・学年・学習内容との対応等



関連する
自己評価項目

の番号

情報公開する方法
（ウェブサイト、パンフレット等

具体的に記載）
項　　　　目

☑ 学校・企業・地域等での検定試験の活用事例 53
☑　ウェブサイト
☑　会報

☑ 合格者の体験談や活用状況 53
☑　ウェブサイト
☑　会報

５　その他公開する事項

□ （公開する事項を記載：　　　※各実施主体において適宜追加）


